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梅毒郵送検査の検査数と陽性数（2015-2018) 

2015年 2016年 2017年 2018年 

梅毒郵送検査数 58765 71178 102278 111794 

梅毒郵送検査陽
性数 
（陽性率） 

   237 
(0.40%) 

   394 
(0.55%) 

  698 
(0.68%) 

 790 
(0.71%) 

121% 

166% 

→  2017年から2018年にかけて、 
   梅毒郵送検査数は9%、陽性数は13%増加しており、 
   陽性率は0.03%増加していた。 
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ブラインド調査結果 

使用検体： 陽性6検体、陰性4検体、合計10検体 
対象：郵送検査会社6施設（＋慶應義塾大学） 

陰性検体の結果は、6社すべて陰性で一致していた。 
判定保留を陽性とみなした場合、陽性検体の結果がすべて一致していたのは 
6社中2社であり、4社の検出感度が低くなっていた。 

慶應　結果
（PA抗体価）

＋
(x80)

＋
(x80)

＋
(x400)

＋
(x1600)

＋
(x8000)

＋
(x16000)

－ － － －

A社 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － －

B社 ± ± ± ± ± ± － － － －

C社 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ － － － －

D社 － － ± ± ＋ ＋ － － － －

E社 － － ± ± ± ± － － － －

F社 － － － ± ± ± － － － －

施設名
検査結果

陽性検体 陰性検体

図4  

購入金額 
 

4,053円 
（税抜、平均) 

(2389～6000円） 

キットの 
購入・申込 

キット到着後 
検体採取 結果受取 

申込方法（複数回答有） 

インターネット 12社 
電話        9社
FAX      5社 
店頭、診療所   3社 
郵便     1社 
定期検査       2社 

HIV郵送検査の流れ 

検査と 
結果の送付 

本人  
本人  

本人  会社  

採血方法 
 

ランセットによる  . 
指先穿刺     12社 

 
保存方法 

  
ろ紙         9社
専用容器      3社 

 通知方法（複数回答有） 

  

郵送(希望者のみを含む) 11社 

専用サイト（ID、パス付） 6社 

メール                5社 検査法 
PA    4社 
IC   2社 
CLEIA    2社 
CLIA         1社 
EIA    1社 

検体送付 
 

郵便      12社 

結果通知日数 
 

4日（平均) 

（1～14日）  

（2018年 郵送検査会社12社)  

図3  
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